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バスロケーショ ンシステム（以下、バスロケ）の走行実績データ に基づき、最適なダイヤを生成する自動

ダイヤ改正システム「Dia Brain（ダイヤブレイ ン）」。その開発者である株式会社ト ラ フ ィ ッ ク ブレイ ン

代表の太田恒平氏は、こ のシステムを携えて今回の実証実験プロジェ ク ト に参加し 、富山県内バス会社

2社の遅延改善に取り 組みまし た。岡山、東京、熊本に次ぐ 4地域目の導入と なっ た富山県では、どのよ

う な成果を得ら れたのか。見えてきた課題と 今後の展望を含めて、太田氏にお話を伺いまし た。

バスロケデータ のオープン化が進む富山県でバスの遅延改善に取り 組む意義を感じ て応募

https://t-brain . jp/

https://t-brain.jp/


私は「国交省バス情報の静的・動的データ 活用会」の事務局に所属し ており 、日本各地のバスロケの標準

化やオープン化の支援、自動ダイヤ改正システム「Dia Brain（ダイヤブレイ ン）」を用いたバス遅延改善

などに携わっています。

富山県さ んと は、「Dig i-PoC TOYAMA（デジポッ ク と やま）」実証実験プロジェ ク ト が始まる少し 前か

ら 、交通戦略関連でお付き合いがあり まし た。富山県地域交通戦略会議の委員である関西大学経済学

部教授の宇都宮浄人先生のご紹介で、第2回サービス連携高度化部会にお招きいただいたのが2023年1

月のこ と 。MaaS（Mob il ity as a Service）や「Dia Brain」についてお話し する流れで、富山県のバス遅延

問題にも 改善の余地があると お伝えし まし た。それ以来、バス運行データ の活用方法やサービス改善

についての相談を受けていたのですが、折良く 実証実験プロジェ ク ト の参加募集が始まり 、富山県のバ

ス遅延改善に取り 組むよい機会であるこ と から 応募さ せていただきまし た。

バスなどの公共交通では、「 」と いう 世界基準の規格が使わ

れており 、世界的に公共交通データ のオープン化が進んでいます。日本でも GTFSによる公共交通デー

タ の標準化が、国土交通省によって進めら れてきまし た。私も 標準化や普及に関わっていたので事情を

よく 知っているのですが、全国的にみても 富山県は先進的で、大手バス会社から 市町村の小さ なコ ミ ュ

ニティ バスに至るまで、全バスロケデータ をリ アルタ イムに公開し ている地域はほかにはあり ません。

GTFSデータ は基礎的なデータ なので応用が利きやすく 、ダイヤ改善など幅広い分野で役立ちます。今

回の実証実験プロジェ ク ト においても 、データ を「Dia Brain」にかければ最適化さ れたダイヤが生成で

き、遅延が改善できるだろう と 見通し を立てていまし た。

「Dia Bra in 」で遅延を最小限に抑えるダイヤに改善し て弱点を克服、バスの利便性向上へ

GTFS（General Transit Feed  Speci cation）



バスの弱点は遅延です。私が過去に実施し た調査では、利用者のバス遅延の許容範囲は5分以内と いう

結果が出ていますが、それを実現するのは容易ではあり ません。新幹線や飛行機などほかの交通手段は

おおむね定時に発着し ますが、バスは交通渋滞などさ まざまな事情でどう し ても 遅れがちです。

富山県のケースでは、富山地方鉄道バスの高岡市と 富山市を結ぶ長大路線でと く に大きな遅延が生じ

ていまし た。平日の7時35分発と 16時45分発の便では、富山市街の停留所でほぼ毎日約10～12分の遅

れが発生。常態化し ているのなら 、あら かじ め10分ほどダイヤに織り 込んでおけば利用者の余計な待

ち時間が減るはずです。ほかにも 、各停留所で遅延5分以内を実現するには、遅れを吸収するポイ ント

を全体に散ら す必要があるこ と も 見えてきまし た。

プロジェ ク ト の前半で行なっ たのは、こ のよう な改善すべきポイ ント を一つひと つ洗い出す作業です。

も ちろん単純に数字だけをいじ れば改善するわけではないので、バス会社に事情を伺いながら 、ダイヤ



に盛り 込むべき条件も 丁寧に詰めていきまし た。たと えば、時刻表の時間がすべてバラ バラ ではわかり

づら いので、9時から 16時は何分間隔に固定し まし ょ う と いっ たこ と です。

それから データ を整備し て、「Dia Brain」で最適化さ れたダイヤが完成。富山地方鉄道バスの改善版ダ

イヤでは、遅延5分以内率29％から 55％に改善できる見込みが立ち、バスの利便性向上を大きく 期待で

きる結果に。加越能バス様から も 、高評価を得るこ と ができまし た。

プロジェ ク ト を進めていく 中で課題が発覚。急遽、点列データ の利用に切り 替えて対処

実証実験でも っ と も 工数を要し たのは、データ の整備です。富山県ではバスロケデータ をリ アルタ イム

で公開し ている優れた面がある一方で、そのままでは「Dia Brain」で自動計算できないこ と が判明し て

想定外の対応に追われまし た。



まず、GPSの測位間隔が20秒と 粗かっ たため一般的な1～5秒に設定できないかと 相談し たと こ ろ、費

用面で折り 合いがつかず断念するこ と に。到着時刻だけでは自動計算できないため、出発時刻を加え

たデータ を提供いただく も 必要な情報が足り ず。試し に「Dia Brain」にかけてみまし たが、結果に欠損

や精度低下が生じ たため、発着記録データ によるダイヤ生成を断念せざるを得ませんでし た。こ のシビ

アな現実を突きつけら れたのが12月上旬です。

是が比でも 対処するために、急遽、点列データ をつかっ た発着判定システムの開発に着手するこ と にし

たのですが、点列データ にも 欠損があって再び壁にぶつかるこ と に。苦肉の策と し てエラ ーも 含めたデ

ータ を再提供いただいて、バスの便を割り 当てし 直すマッ チング作業やシステム開発を連日行う こ と

で難局を乗り 切り まし た。

前職でGPSデータ をも と にし た渋滞分析や道路分析に携わり 、責任者の立場にあっ たためマッ チング

の大変さ は理解し ていたのですが、一人で1日数百便のデータ を割り 当てるのはなかなか骨の折れる作

業でし た。工数も 3倍に膨ら みまし たが、最終的には「Dia Brain」で自動計算可能な状態にできたので

安堵し ています。一方で、Excelでのお渡し が12月中から 1月中旬にずれたため、バス会社の社内調整期

間がタ イ ト になり 、心苦し く 思っています。

具体的な数値目標を立て、官民一体と なって取り 組み続けるこ と がウェ ルビーイ ング実現の近道



バスの遅延改善効果は大きく 、バス会社にも 利用者にも メ リ ッ ト をも たら し ます。富山地方鉄道バス

のケースについて、待ち時間を1分短縮するこ と による便益・増収を概算し たと こ ろ、年間で10万時間の

余計な待ち時間を短縮でき、利用者のベネフ ィ ッ ト は8400万円、運賃収入は3400万円増と なり 、「Dia

Brain」を導入する意義を実感する結果を得ら れまし た。投資効果は1回限り ではなく 少なく と も 1年は

続きます。コ ツコ ツ改善が必要ですが、費用対効果が高いのは明白なため、今回の実証実験を行なう 価

値は十分あっ たのではないかと 感じ ています。

実証実験プロジェ ク ト の結果は春のダイヤ改正に無事反映さ れるこ と になり まし た。私個人はダイヤ

改正後の5～6月までバス会社にお付き合いし て、その後も フ ォ ローする予定でいます。

富山県が掲げるウェ ルビーイ ングな世界と は、明確な目標を立て、リ ソ ースをかけて継続的に改善する

活動があってこ そ実現できるも のです。こ れから も ぜひ官民一体と なって交通事情の改善に取り 組ん

でいってほし いと 期待し ています。



私自身も 改めてバスロケデータ の標準化、オープン化の普及に力を入れると と も に、全国のバスの遅延

改善に貢献し ていきたいと 思います。
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